
　一昨年以降、電気関係の事故・事象が相次いでいます。原因は、測定範囲の誤り（架線垂下）
取り扱い誤り（山手・京浜東北停電）、張替工事誤り・モニタリング不備（宇都宮線）と様々
ですが、検査基準、取扱い等がきちんと分かっていれば起き得なかったと思われます。
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●Ａ社に出向しているが、架線の測定で、重錘の測定と同じように測る場所が違っていることが
　あった。また同じような事象が起きるのではないかと感じる。
●出向先会社では２件の感電事故があった。人が足りず、教育も十分にされていない。
●グループ会社の下請けの会社にいるが、線閉区間で他社との競合の工事があり、確認がきちん
　とされないことがある。
●新潟の事故と同じ会社にいるが、２日後にきちんとチェックしてやれば良いと業務が再開され
　た。パソコンでしかチェックしておらず、紙でのチェックが必要でないかと感じている。ＡＩ
　でチェックしていくとも言われているが、不安になっている。
●変革２０２７で、皆が出来るようにしていくと言われていたが、その中で事故が続いている。
　検証が必要ではないか。
●東急で列車衝突事故があり、一斉点検が行われた。結果、４か所で
　同じ状況があり改修している。
●特殊信号発光器が点いているのに樹木で見えず、列車が走ってしまっ
　た事象があった。
●直轄だけでは伐採等、間に合わない。保線からは架線に掛かっている
　からできないと言われなおさら追い付かない状況となっている。　　

：新幹線上野～大宮間架線垂下
：東北新幹線新石橋き電区分所感電災害
：奥羽本線中川変電所感電災害
：山手・京浜東北線停電事故
：常磐線上野駅架線切断
：宇都宮線架線切断
：白新線新潟（タ）構内軌陸車と貨物列車衝突
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チェックできる体制が必要

、


